
 

第１回 高２英語 
 

総 評 

 今回の試験では，リスニング，語句整序，和文英

訳，自由英作文，長文読解といった多様な出題によ

り，受験者の総合的な英語力を測ることを目的とし

ている。今回の結果を見て，自分の得意な分野と苦

手な分野を把握し，的を絞った学習計画を立てられ

るようにしたい。 

 また，総得点だけでなく，大問ごとの出来や，誤

答の内容も把握してほしい。特に作文問題や，長文

問題中の記述形式の問題などは，一朝一夕に力を伸

ばすことのできる分野ではないが，大学入試に向け

て必ず実力をつけなければならない部分である。模

範解答と解説をよく読み，自分の答案に足りなかっ

た部分や工夫できる点を見つけるようにしよう。 

 

問題別講評・採点基準 

１ リスニング 

 リスニングでは必ず放送前に設問に目を通し，メ

モを取りながら音声を聞くようにしたい。 

問題Ａ 

（１），（２）はスクリプトの前半からの出題だった

が，選択肢の中には紛らわしいものもあったため，

放送内の正解の根拠を確実に聴き取って判断する必

要があった。（１）の a や（２）の b のように，一

見もっともらしいが放送中では言及されていない情

報を含む選択肢を選んだ答案が多かった。 

（３）は地図を見て，訪問予定の家の位置を答える

問題であるが，誤答はeが多かった。男性の発言の

We go one block and at an apartment building， 

turn left.でeの位置がan apartmentであることを

押さえておきたい。道案内でよく使う表現をここで

確認しておくとよい。 

問題Ｂ 

Part 1（２）はaや cを選んだ誤答が多かった。時

刻や年齢など，数字が多く出てきたので，注意して

聞き取りたい。（４）の記述式問題では「親が一緒

にいられない時」と「楽しく過ごしてほしい」の 2

点を明示する必要がある。内容を完全に取り違えて

いるものは0点であるが，部分的にこの内容が含ま

れていれば部分点を与えている。 

Part 2 ディクテーションを出題した。スペルミス

の減点は各－１点であるが，その他の単語の抜けや

単語の誤りは配点分の減点とした。（ア）ではof the 

workersの ofや theを聞き逃しているもの，（イ）

ではa planをplannedとしている答案が目立った。

ディクテーションでは，a，of，theのように弱く発

音される単語を聞き逃さないことに加えて，文法や

語彙の知識に照らして答案に誤りがないかを確認す

ることの2点に注意したい。 

 

２ 語句整序・和文英訳 

問題Ａ 語句整序 

 英文中の整序問題で日本語も与えられていない。

前後の文脈に合わせて，与えられた語句から文を作

り上げることができるかどうかを見た。 

（２）では空所の前にある toを含め前置詞の処理に

苦労している答案，特に toの後にopenを続けたた

めに for の置き場がなくなってしまったものが多か

った。また，（４）では前後の文脈と照らし合わせ

ながら while 節内の be 動詞と主語の省略を見抜

く必要があった。 

問題Ｂ 和文英訳 

「日本観に関する随想」というテーマで，日本語

を読み換えたり，時制に注意して動詞を決める必要

がある出題とした。減点されたところを必ず見直し

て，同じ間違いを繰り返さないように注意しよう。 

 以下のような採点基準で，減点法で採点した。 

ⓐ ○私は，…時代を思い出しました。 ……3点 

○日本人が，ヨーロッパこそ文明国だと異口同音に

礼讃していた             ……7点 

「異口同音に」をallやmost ofといった表現を駆

使して上手に言い換えた答案が多かった。一方で「思

い出しました」「礼賛していた」「文明国だ」の時制

の統一がとれていない答案も散見された。復習の際

には，時制の一致についてもう一度確認しておきた

い。 

ⓑ ○今日ほど，私たちが…に自信を持っている時

はありません。            ……8点 

○自分たちの文化           ……2点 

「今日ほど…な時はない」という構造を比較表現を

用いて書いた答案が多かったが，比較の対象の抜け

や，比較表現の語順の誤りで減点されているものも

散見された。これを機に各種比較表現の知識を再確

認しておこう。 



ⓒ ○ヨーロッパからの旅行者の中には，…日本好

きになっている人もいるようです。   ……5点 

○彼らにとってなじみの薄かった日本式のもてなし

を受けて               ……5点 

「～好きになっている」という日本語を意識するあ

まりbecome to like ～ としている答案が多かった。 

 

３ 自由英作文 

 文法・語彙点と内容・構成点の2つの観点に分け

て採点した。指定語数に対する不足・超過について

は，５点の減点。ただし，指定語数の下限の半分（25

語）未満のものについては，文法・語彙点を与えて

いない。 

○文法・語彙点            ……10点 

誤りの数に応じて，10 点，8 点，6 点，4 点，2

点，0点のいずれかの点数をつけている。 

○内容・構成点            ……10点 

内容に応じて，10点，7 点，4点，0点のいずれ

かの点数をつけている。以下のような答案は内容・

構成点の減点対象となる。 

・どの案を選んだかが明確でないもの 

・案を選んだ根拠の説明が不十分なもの 

「校庭の花を増やす」案を選んだ答案の中には具

体的に植えたい花を列挙するだけにとどまってしま

っているものもあった。自分の意見に説得力をもた

せられるような文章の構成を考えたい。 

 

４ 長文読解 

 象を見に行った筆者一行と，その時の経験から学

んだことを主題にした英文であった。難解な語彙が

多いが，登場人物の動き，位置関係などを把握しな

がら読み進めていきたい。 

（１）では，c を選んだ答案が多かった。本文の第

1段落の内容に加え，空所の前の 1文における情景

描写と筆者一行の行動を理解しておく必要がある。 

（３） company の解釈を誤っている答案が目立っ

た。象の気配が強くなり，その場にいる誰もが

company がいることを疑わなかった，という文章

の流れに注意して答案を作成したい。 

 

５ 長文読解 

 文明の発達における鉄の重要性について述べた論

説文。全訳も参照しながら全体の内容を再確認して

おくとよい。 

（１）○ Iron is a natural gift of the earth 

……３点 

○ and almost as essential to the development of 

modern human civilizations      ……4点 

○ as oxygen is to animal life.      ……2点 

as ～ as…の構文の把握と，oxygen is (essential) to

～ の省略の読み取りがポイント。鉄と文明の関係を

動物と酸素の関係になぞらえている点を理解して和

訳できている答案が多かった。 

（３）○鉄製の農具の使用により     ……3点 

○食料の生産力が向上し，       ……3点 

○その結果人口が増大し，        ……3点 

○常備軍を抱えられるようになったから ……3点 

の4要素から採点した。「食物の生産量が増えた」 

→「人口が増えた」→「国力が強くなった」という

流れに「鉄製の農具の果たした役割」を肉付けする

ように解答を作成するとよいだろう。「農具」という

点に言及していない答案が散見された。 

（４）○ It is not hard to see      ……2点 

○ why such deep knowledge of … became a 

magnet               ……3点 

○ around which a single powerful civilization 

eventually arose，           ……3点 

○ uniting the people of the two great river 

valleys.                ……2点 

形式主語の構文で to see 以下が真主語であること， 

around which 以下の関係詞節と a magnet の修

飾・被修飾関係，分詞構文 uniting以下の訳出がポ

イントであった。分詞構文の意味上の主語について

は明示されていないものも許容とした。 

 

 



 

第１回 高２数学 
 

総 評 

 今回は，「3 角関数」「高次方程式」「確率」「微積

分」「図形と方程式」「ベクトル」「数列」の各分野を

扱った。 

全体的に，やや難しく感じた人が多かったようだ。

間違えた問題については，「解答」などを参考にしっ

かり復習しておこう。さらに，できていた問題につ

いても，自分の解法と「解答」，「解説」などを見比

べていろいろな方針を身につけ，理解をより深める

ようにしてもらいたい。 

 また，答案のつくり方についても意識しておくと

よい。せっかくわかっていても，理解していること

が採点者に伝わらないと点数はもらえない。「解答」

の記述も参考に，どのように書けばよいか，どの程

度書けばよいかなどについて確認しておきたい。 

 

問題別講評 

１ 小問集合 

（１）3 角関数の加法定理などについてはよく理解

できているようで，出来はよかった。できなかった

人は公式の確認を行うなどしておきたい。 

（２）3 次方程式を題材に，解に関する理解を問う

問題。これも出来はよかった。 

（３）2 つの等差数列の共通項に関する問題。キの

出来はあまりよくない。「18」と答えている答案が目

立った。本問は，具体的に和の値を求める必要はな

いことに着目し，素早く解きたいところである。 

（４）とくにケは出来が悪い。重複して数えてしま

うことのないよう，丁寧に解く必要がある。 

 

２ 微積分 

 3 次曲線と放物線によって囲まれる部分の面積を

題材とした微積分の総合問題。 

（１）比較的よくできていた。 

（２）ここは差がついたところ。面積の立式はよく

できているが，計算ミスが非常に多かった。「解説A」

のように工夫をして計算する方法を身につけておき

たい。 

（３）（２）の結果に自信がもてなかったか，白紙

が非常に多かった。 

 

３ 図形と方程式 

 領域と最大最小を題材とした図形と方程式の問 

題。 

（１）比較的よくできていた。 

（２）（ⅰ）α=－2を代入したときの領域を正しく

捉えられていない人が多い。直線 x－2y=0 が右下が

りの直線になっているものや，領域が直線の下側に

なっているものなど。落ち着いて式変形すれば問題

ないはずなので，もう一度確認しておこう。 

（２）（ⅱ）白紙が多かった。場合分けの考え方が

重要な問題なので，解きなおして正しく理解してお

いてもらいたい。 

 

４ ベクトル 

 ベクトルからの出題で，ベクトルを苦手としてい

る人が多かったか，出来は非常に悪かった。 

（１）ここは比較的よくできていた。 

（２）出来はよくない。途中でBEの長さを求める

設問があるが，これを手がかりに，線分の長さの関

係を利用する，すなわち，方べきの定理の利用を考

えて欲しいところだった。途中の設問がヒントとな

ることもあるので，注意しながら解き進めよう。 

（３）時間がなかった，（２）の結果に自信がもて

なかったなどの理由からか，白紙が非常に多かった。 

 

５ 数列 

 点の列を題材とした数列の問題。 

（１）比較的よくできていた。 

（２）設定がややこしかったためか，方針が立てら

れていない人が多い。点の列は大切な考え方なので，

必ず確認しておこう。 

（３）最後の設問ということもあるだろうが，白紙

が非常に多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



採点基準 

以下に配点の目安を記しますので，参考にしてく

ださい。なお，下記は目安であり，立式や計算の過

程において，場合に応じて部分的に得点を与えるこ

とや，減点することがあります。 

また，「解答」以外の方法で解いた場合などは，以

下の基準に当てはまらないこともあります。 

 

１（40点） 

いずれも答に 

（１）ア：5点，イ：5点 ……………………10点 

（２）ウ：3点，エ：3点，オ：4点…………10点 

（３）カ：5点，キ：5点 ……………………10点 

（４）ク：5点，ケ：5点 ……………………10点 

 

２（40点） 

（１）（10点） 

共有点の座標をすべて求めて  ················· 10点 

（２）（15点） 

S(a)を立式して  ······································· 8点 

答に ························································· 7点 

（３）（15点） 

S(a)の増減を調べて  ································· 9点 

答に  ······················································ 6点 

 

３（40点） 

（１）（10点） 

正しいグラフがかけて  ··························· 10点 

（２）（ⅰ）（10点） 

不等式が表す領域の概形を図示して  ·········· 2点 

最大値を求めて  ······································ 4点 

最小値を求めて  ······································ 4点 

（２）（ⅱ）（20点） 

α≧1の最大値を求めて  ·························· 4点 

α≦1の最大値を求めて  ·························· 4点 

α≧0の最小値を求めて  ·························· 4点 

－1≦α≦0の最小値を求めて  ··················· 4点 

α≦－1の最小値を求めて  ······················· 4点 

 

４（40点） 

（１）（15点） 

𝐴𝐵⃗⃗⃗⃗  ⃗・𝐴𝐷⃗⃗⃗⃗  ⃗＝－1を求めて  ·························· 5点 

𝐴𝐸⃗⃗⃗⃗  ⃗を𝐴𝐵⃗⃗⃗⃗  ⃗，𝐴𝐷⃗⃗⃗⃗  ⃗で表して  ·························· 10点 

（２）（15点） 

BEの長さを求めて  ································· 5点 

𝐴𝐶⃗⃗⃗⃗  ⃗を𝐴𝐵⃗⃗⃗⃗  ⃗，𝐴𝐷⃗⃗⃗⃗  ⃗で表して   ······················· 10点 

（３）（10点） 

𝐸𝑀⃗⃗⃗⃗ ⃗⃗ を𝐴𝐵⃗⃗⃗⃗  ⃗，𝐴𝐷⃗⃗ ⃗⃗  ⃗で表して  ·························· 5点 

𝐸𝑀⃗⃗⃗⃗ ⃗⃗ ・𝐴𝐷⃗⃗⃗⃗  ⃗＝0を得て結論に ························· 5点 

 

５（40点） 

（１）（10点） 

答に  ···················································· 10点 

（２）（15点） 

x座標を求めて  ······································· 5点 

y座標の立式に  ······································· 4点 

y座標を求めて  ······································· 6点 

（３）（15点） 

Pｎは直線OBの上側にあることを示して  ··· 3点 

Q2とQ4は直線OBの下側にあることを示して 

 ······························································· 2点 

他のQｎは直線OBの上側にあることを示して 

                  ·········· 5点 

答に  ····················································· 5点 
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と
説
い
て 

ｄ
目
に
見
え
る
形
で
は
役
に
立
た
な
い 

ｅ
概
念
や
価
値
を
研
究
す
る
〟
点
を
押
さ
え
て 

―
―
14
点 

＊
ａ
部
２
点
、
ｂ
部
２
点
、
ｃ
部
４
点
、
ｄ
ｅ
部
各
３
点
。 

 

比
喩
表
現
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
汲
み
取
り
、
文
脈
に
即
し
て

正
確
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
出
題
。
設
問
に
あ
る
よ
う
に

「
パ
ン
」「
つ
ぶ
や
く
」「
瘦
せ
我
慢
」
と
い
う
表
現
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
解
答
を
作
成
し
て

ほ
し
い
。〈
哲
学
は
目
に
見
え
る
形
で
役
に
立
つ
こ
と
は
な

い
〉
と
い
う
要
素
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
字
数
を
稼
ご
う
と
し
て

い
る
答
案
が
目
立
ち
、「
人
は
パ
ン
の
み
に
て
生
き
る
に
あ
ら

ず
」
と
い
う
言
葉
か
ら
読
み
取
れ
る
哲
学
の
存
在
意
義
に
つ

い
て
、
わ
か
り
や
す
く
整
理
で
き
て
い
る
も
の
は
少
な
か
っ

た
。
ま
た
「
瘦
せ
我
慢
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
説
明
す
る
、

ａ
部
・
ｂ
部
の
要
素
が
抜
け
て
い
る
答
案
も
多
か
っ
た
。
制

限
字
数
が
多
め
の
記
述
問
題
に
取
り
組
む
際
は
、
解
答
に
ま

と
め
る
べ
き
要
素
は
何
か
整
理
し
て
か
ら
、
解
答
作
成
に
取

り
掛
か
る
よ
う
に
し
よ
う
。 

 

(五) 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
有
用
性
を
無
条
件
に
肯
定
し
て
自
明
と
見
な
す
こ
と
は

止
め 

ｂ
「
何
に
対
し
て
」
と
い
う
文
脈
の
中
で
有
用
性
を

捉
え
直
す
〟
点
を
押
さ
え
て 

 
 
 
 
 
 

 

―
―
10
点 

＊
ａ
部
４
点
、
ｂ
部
６
点
。 

設
問
で
は
「『
更
新
』
し
『
深
化
』
す
る
」
と
は
ど
う
す
る

こ
と
か
を
問
わ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
ま
ず
現
状
の
考
え
方

を
改
め
る
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
理
解
を
深
め
て
い
く
と
い

う
こ
と
、
二
つ
の
観
点
を
押
さ
え
て
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
単
に
〈「
役
に
立
つ
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
原
点
に

戻
っ
て
考
え
直
す
〉
と
だ
け
述
べ
て
い
る
答
案
、〈「
何
に
対

し
て
」
と
い
う
文
脈
を
明
確
に
す
る
〉
と
い
う
点
し
か
押
さ

え
ら
れ
て
い
な
い
答
案
が
目
立
っ
た
。
問
題
文
全
体
の
文
脈

を
踏
ま
え
、〈
自
明
の
も
の
と
さ
れ
て
き
た
「
役
に
立
つ
」
と

い
う
概
念
〉
を
ど
の
よ
う
に
再
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
、
整
理
し
て
説
明
し
よ
う
。 

 

(六) 

（ⅰ）
・
（ⅱ）
と
も
（ア）
を
選
ぶ
も
の
が
散
見
さ
れ
た
。
論
の

展
開
や
表
現
の
特
徴
に
つ
い
て
問
う
設
問
は
セ
ン
タ
ー
試
験

で
も
頻
出
。選
択
肢
の
表
現
の
細
部
に
ま
で
注
意
を
払
っ
て
、

正
解
を
選
べ
る
よ
う
に
し
た
い
。 

 

二 (一) 

⒜
で
（ウ）

（オ）
の
誤
答
が
見
受
け
ら
れ
た
。「
屈
託
」
の

辞
書
義
を
確
認
し
て
お
こ
う
。 



 

 

(二) 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
「
私
」
は
男
女
の
間
に
つ
き
も
の
の
煩
わ
し
さ
を
理
解

で
き
ず 

ｂ
他
の
女
の
子
と
は
違
い
純
一
と
の
会
話
を
独
占

で
き
る 

ｃ
特
別
な
地
位
に
い
る 

ｄ
自
分
に
酔
い
し
れ
て

い
た
〟
点
を
押
さ
え
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
―
10
点 

＊
ａ
部
４
点
、
ｂ
部
３
点
、
ｃ
部
１
点
、
ｄ
部
２
点
。 

 

〈
男
女
間
の
煩
わ
し
さ
を
理
解
で
き
ず
〉
と
い
う
要
素
ま

で
説
明
で
き
た
答
案
は
少
な
か
っ
た
。
当
時
の
「
私
」
が
男

と
女
の
間
が
面
倒
く
さ
く
あ
る
筈
だ
と
わ
か
っ
て
い
れ
ば
、

た
と
え
純
一
に
〈
面
倒
く
さ
く
な
い
・
特
別
だ
〉
と
思
わ
れ

て
い
る
と
知
っ
て
も
手
放
し
で
喜
ぶ
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ

た
は
ず
だ
。
な
お
、〈
自
分
に
酔
い
し
れ
て
い
た
〉
の
部
分
を

「
優
越
感
に
浸
っ
て
い
た
」「
得
意
に
な
っ
て
い
た
」
と
ま
と

め
て
い
る
答
案
も
あ
っ
た
が
、
こ
こ
は
「
夢
中
」
と
い
う
語

義
を
踏
ま
え
て
〈
我
を
忘
れ
て
い
た
・
他
の
こ
と
が
見
え
な

く
な
っ
て
い
た
〉
と
い
う
方
向
で
説
明
し
て
ほ
し
い
。
夢
中

に
な
っ
た
背
景
に
ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
の
か
を
踏
ま
え

つ
つ
、
心
情
を
丁
寧
に
分
析
し
よ
う
。 

 

(三) 

誤
答
は
（エ）
が
目
立
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
長
い
選
択
肢

の
問
題
を
吟
味
す
る
際
に
は
、
選
択
肢
一
つ
一
つ
に
キ
ズ
が

な
い
か
丁
寧
に
確
認
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
自
覚
し
た
恋

心
に
戸
惑
う
「
私
」
だ
が
、
そ
れ
を
純
一
に
打
ち
明
け
た
い

と
ま
で
は
思
っ
て
い
な
い
こ
と
を
と
ら
え
て
ほ
し
い
。 

 

㈣ 

誤
答
で
は
（イ）

（オ）
が
目
立
っ
た
。
解
説
に
あ
る
よ
う
に
、

「
私
」
が
「
リ
エ
」
に
話
し
か
け
る
時
点
か
ら
の
発
言
内
容

と
リ
エ
の
様
子
を
整
理
し
、
心
情
を
と
ら
え
よ
う
。 

 

(五) 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
自
分
に
は
な
い
繊
細
さ
を
も
ち
、
恋
心
を
体
で
表
現
で

き
る
リ
エ
に
嫉
妬
し 

ｂ
彼
女
の
思
い
を
純
一
に
気
づ
か
せ

た
く
な
い
と
い
う
思
い
や
彼
女
が
純
一
の
関
心
を
引
き
つ
け

る
だ
ろ
う
と
い
う
予
感
に
心
を
乱
さ
れ 

ｃ
彼
女
の
心
を
傷

つ
け
た
か
っ
た
〟
点
を
押
さ
え
て 

 
 
  

 

―
―
13
点 

＊
ａ
部
５
点
、
ｂ
部
６
点
、
ｃ
部
２
点
。 

 

何
を
ど
こ
ま
で
説
明
す
る
か
悩
ん
だ
様
子
の
答
案
が
多
か

っ
た
。
傍
線
部
の
「
そ
の
こ
と
」
が
直
前
の
「
傷
つ
け
て
し

ま
っ
た
」
を
指
す
こ
と
、
傷
つ
け
る
対
象
と
な
る
リ
エ
が
〈
純

一
の
関
心
を
引
き
つ
け
、
私
の
立
場
を
お
び
や
か
す
存
在
で

あ
る
〉
こ
と
は
多
く
の
答
案
が
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方

で
、
私
の
〈
動
揺
〉
や
〈
嫉
妬
〉、
リ
エ
の
〈
繊
細
さ
〉
ま
で

指
摘
し
た
答
案
は
少
な
い
。
傍
線
部
直
前
の
「
傷
つ
け
て
し

ま
っ
た
の
に
気
付
い
た
」
と
い
う
表
現
か
ら
は
、
初
め
か
ら

傷
つ
け
よ
う
と
い
う
明
確
な
目
的
を
自
覚
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
こ
と
を
読
み
取
っ
て
ほ
し
い
。
自
分
に
は
な
い
繊
細

さ
を
持
つ
リ
エ
が
純
一
を
振
り
向
か
せ
る
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
不
安
、
そ
ん
な
リ
エ
に
対
す
る
嫉
妬
。
解
説
を
よ
く
読

み
、
リ
エ
を
め
ぐ
る
私
の
心
情
を
と
ら
え
よ
う
。 

 

(六) 

誤
答
は
（エ）
が
目
立
っ
た
。
問
題
文
中
に
は
リ
エ
の
視

線
が
「
媚
を
売
」
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
部
分
が
あ
り
ま
ぎ

ら
わ
し
い
が
、「
そ
の
鱗
粉
を
…
…
」
の
表
現
と
結
び
つ
け
る

の
は
早
急
に
過
ぎ
る
。
ま
た
、
リ
エ
に
対
す
る
心
情
を
「
憎

悪
」
と
す
る
の
は
言
い
過
ぎ
。
表
現
の
特
徴
に
つ
い
て
の
問

題
は
選
択
肢
を
比
較
検
討
し
て
い
く
姿
勢
が
、
よ
り
い
っ
そ

う
重
要
と
な
る
。
言
い
過
ぎ
の
も
の
や
明
確
な
根
拠
の
な
い

も
の
を
確
実
に
除
い
て
い
く
こ
と
。 

 

三 
 

(一) 

ま
ぎ
ら
わ
し
い
も
の
も
あ
る
が
、
助
動
詞
の
意
味
の
識

別
は
古
文
読
解
の
大
事
な
基
礎
と
な
る
。
こ
こ
で
間
違
え
て

し
ま
っ
た
人
は
も
う
一
度
し
っ
か
り
復
習
し
て
お
こ
う
。 

 

(二) 

⒜
「
上
下
」
を
単
語
集
な
ど
で
見
か
け
る
こ
と
は
少
な

い
が
、
古
文
で
は
よ
く
目
に
す
る
語
な
の
で
こ
の
機
会
に
覚

え
て
お
く
こ
と
。
⒝
⒞
は
現
代
語
の
「
あ
か
ら
さ
ま
」「
な
ら

ふ
」
と
は
異
な
る
意
味
を
持
つ
語
。
ど
ち
ら
も
頻
出
語
な
の

で
覚
え
て
お
き
た
い
。 

 

(三) 

〔
採
点
基
準
〕 

（ⅰ） 「
ａ
い
づ
れ 

⒞
か 

ｂ
あ
き
に
あ
は
で
は
つ 

ｃ
べ
き
」

を
〝
ａ
ど
ち
ら
の
草
が 

ｂ
秋
に
な
ら
な
い
う
ち
に
枯
れ
る

ｃ
だ
ろ
う
か
、
い
や
、
ど
ち
ら
の
草
も
秋
に
な
っ
て
枯
れ
る 

だ
ろ
う
〟
と
訳
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

―
―
５
点 

＊
ａ
部
１
点
、
ｂ
部
３
点
、
ｃ
部
１
点
。 

（ⅱ） 〝
ａ
仏
御
前
も
私
祇
王
も 

ｂ
結
局
清
盛
に
飽
き
ら
れ
て 

ｃ
終
わ
る
だ
ろ
う
〟
と
説
明
し
て 

 
 
 
 

 

―
―
５
点 

＊
ａ
部
２
点
、
ｂ
部
２
点
、
ｃ
部
１
点
。 

 

「
秋
」
と
「
飽
き
」
の
掛
詞
は
押
さ
え
ら
れ
て
い
た
が
、

二
重
の
意
味
を
き
ち
ん
と
把
握
で
き
て
い
る
答
案
は
少
な
か

っ
た
。
和
歌
は
人
物
関
係
や
和
歌
前
後
に
書
か
れ
た
内
容
と

の
関
連
を
押
さ
え
て
読
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
リ
ー
ド

文
の
内
容
も
踏
ま
え
て
検
討
す
る
こ
と
。 



 

 

(四) 

〔
採
点
基
準
〕 

 

「
ａ
参
る 
ｂ
ま
じ
く
は 

ｃ
そ
の
や
う
を 

ｄ
申
せ
。 

ｅ
浄
海
が 

ｆ
は
か
ら
ふ 

ｇ
旨
あ
り
」
を
〝
ａ
参
上
し 

ｂ
な
い
つ
も
り
な
ら
ば 
ｃ
そ
の
理
由
を 

ｄ
申
し
上
げ
よ
。

ｅ
私
も 

ｆ
考
え
る 

ｇ
と
こ
ろ
が
あ
る
〟
と
訳
し
て 

―
―
８
点 

＊
ａ
部
１
点
、
ｂ
部
２
点
、
ｃ
ｄ
ｅ
ｆ
ｇ
部
各
１
点
。 

 

傍
線
部
の
中
に
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
単
語
や
文
法
事
項
が
複

数
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
を
適
切
に
訳
出
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
助
動
詞
「
ま
じ
」
を
「
…
…
な
い
」
と

訳
し
た
答
案
が
目
立
っ
た
が
、
こ
れ
で
は
打
消
と
区
別
が
つ

か
な
い
た
め
、
打
消
意
志
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
訳

出
し
た
い
。 

 

(五) 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
祇
王
の 

ｂ
都
を
追
放
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
る
母
の
願

い
を
受
け
入
れ
て 

ｃ
い
や
い
や
な
が
ら
清
盛
の
も
と
に
行

く 

ｄ
つ
ら
い
気
持
ち
〟
を
押
さ
え
て 

 
 
 

―
―
８
点 

＊
ａ
ｂ
ｃ
ｄ
部
各
２
点 

 

問
題
文
の
展
開
を
整
理
し
、
清
盛
邸
へ
の
参
上
を
か
た
く

な
に
拒
ん
で
い
た
祇
王
が
、
母
に
強
く
説
得
さ
れ
て
よ
う
や

く
清
盛
の
も
と
へ
参
上
し
た
と
い
う
経
緯
を
押
さ
え
る
。〈
母

の
願
い
を
受
け
入
れ
て
〉〈
清
盛
の
も
と
に
行
く
〉
ど
ち
ら
か

一
方
し
か
押
さ
え
ら
れ
て
い
な
い
答
案
も
見
受
け
ら
れ
た
が
、

祇
王
自
身
の
心
情
と
し
て
は
両
方
を
説
明
し
て
お
き
た
い
。 

 

(六) 

誤
答
は
各
選
択
肢
に
分
散
し
た
。「
露
」
が
〈
祇
王
自

身
〉
を
表
す
と
い
う
比
喩
、
清
盛
と
祇
王
が
別
れ
た
翌
年
の

春
と
い
う
状
況
を
結
び
つ
け
て
選
択
肢
を
検
討
す
る
こ
と
。

和
歌
は
入
試
で
も
頻
出
な
の
で
、
苦
手
意
識
は
早
い
う
ち
に

克
服
し
て
お
き
た
い
。 

 

㈦ 

誤
答
は
（オ）
が
目
立
っ
た
。
内
容
合
致
の
問
題
で
は
、
現

代
文
同
様
、
選
択
肢
の
細
部
に
キ
ズ
が
な
い
か
、
一
つ
一
つ

丁
寧
に
吟
味
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
解
説
と
問
題

文
全
訳
を
参
考
に
、誤
り
の
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
て
お
こ
う
。 

 

四 

漢
文 

(一) 

い
ず
れ
も
基
本
語
彙
だ
が
、
特
に
⒜
「
所
以
」
を
「
と

こ
ろ
を
も
っ
て
」、
⒝
「
尽
」
を
「
つ
き
る
」「
つ
く
す
」
な

ど
と
読
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
場
合
は
要
注
意
。
漢
字
の
読

み
・
字
義
は
、
内
容
読
解
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
こ

れ
を
機
に
、
し
っ
か
り
覚
え
て
お
こ
う
。 

 
(二) 
文
脈
把
握
の
設
問
。
こ
こ
で
間
違
え
て
し
ま
っ
た
人
は
、

問
題
文
を
丁
寧
に
読
み
取
り
、
文
脈
を
追
っ
て
い
く
読
解
を

心
が
け
よ
う
。 

 

(三) 

〔
採
点
基
準
〕 

（ⅰ） 

 

「
必
ず 

ａ
我
の
行
く
や
、
ｂ
漢
の 

ｃ
患
ふ
る
者
と 

ｄ

為
ら
ん
と
」
を
〝
ａ
匈
奴
に
私
が
行
っ
た
な
ら 

必
ず
や 

ｂ
漢
の
国
が 

ｃ
困
る
こ
と
に 
ｄ
な
り
ま
し
ょ
う
よ
〟
と

訳
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
―
６
点 

＊
ａ
部
２
点
、
ｂ
部
１
点
、
ｃ
部
２
点
、
ｄ
部
１
点
。 

 

〈
中
行
説
が
匈
奴
に
行
く
こ
と
〉
は
押
さ
え
ら
れ
て
い
る

答
案
が
多
か
っ
た
が
、「
漢
の
患
ふ
る
者
」
と
い
う
表
現
の
処

理
に
苦
戦
し
て
い
る
も
の
が
目
立
っ
た
。「
漢
の
患
者
」「
漢

の
病
気
に
な
っ
た
者
」
で
は
意
味
が
通
ら
な
い
。〈
漢
が
困

る
・
悩
む
こ
と
に
な
る
〉
と
い
う
大
意
を
押
さ
え
よ
う
。 

（ⅱ） 

誤
答
は
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
に
分
散
し
た
。〈
中
行
説

に
よ
っ
て
漢
が
困
る
こ
と
に
な
る
〉
と
い
う
傍
線
部
の
意
を

押
さ
え
、
受
身
・
使
役
の
関
係
を
整
理
し
て
考
え
よ
う
。 

 

(四) 

〔
採
点
基
準
〕 

〝
ａ
綿
入
れ
は
藪
草
や
棘
の
中
を
動
く
と
裂
け
た
り
破
れ
た

り
す
る
の
に
対
し 

ｂ
毛
織
物
は
そ
の
よ
う
な
影
響
を
受
け

ず
、
機
能
性
・
耐
久
性
の
面
で
優
れ
て
い
る
〟
点
を
押
さ
え

て 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
―
10
点 

＊
ａ
部
３
点
、
ｂ
部
７
点
。 

 

記
述
問
題
に
回
す
時
間
が
な
く
な
っ
た
の
か
、
白
答
の
答

案
も
見
ら
れ
た
が
、〈
綿
入
れ
は
破
け
や
す
い
が
毛
織
物
は
そ

う
で
は
な
い
〉
と
い
う
大
筋
は
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
答
案
が

多
か
っ
た
。
毛
織
物
が
優
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
説
明
す

る
の
で
、
そ
の
具
体
的
な
特
徴
か
ら
一
歩
踏
み
込
ん
で
、〈
機

能
性
・
耐
久
性
〉
に
つ
い
て
も
説
明
で
き
る
と
よ
い
。 

 

(五) 

完
答
で
き
て
い
る
答
案
は
多
く
な
か
っ
た
。
誤
答
で
目

立
っ
た
の
は
（イ）

（オ）
。
問
題
文
中
か
ら
確
実
に
読
み
取
れ
る

こ
と
か
ど
う
か
に
注
意
し
て
選
択
肢
を
吟
味
し
よ
う
。 

 


